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平成１7年３月期中間および通期の業績予想の修正について 
 

 平成１６年５月２１日付当社「平成１６年３月期決算短信」において発表しました

平成１７年３月期（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）中間および通期の業

績予想を下記のとおり修正致します。 

 

記 

１．業績予想 

① 中間期（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中間純利益 

前回予想 （Ａ） 14,000    250   100 

今回修正 （Ｂ）  12,372     43    29 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ▲ 1,628 ▲ 207 ▲ 71 

増 減 率 ▲ 11.6％  ▲ 82.8％ ▲ 71.0％ 

 

② 通 期（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前回予想 （Ａ）   32,000    650    250 

今回修正 （Ｂ）    30,500    250    100 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ▲ 1,500 ▲ 400 ▲ 150 

増 減 率    ▲ 4.7％ ▲ 61.5％ ▲ 60.0％ 



 

２．修正理由 

 

（1）当中間期は、売上高１４,０００百万円、経常利益２５０百万円を計画いたしており

ましたが、景気は海外情勢・地勢的リスク等一部に懸念材料はあるものの、安定的

に持続回復してきておりますが、当業界は引き続き熾烈な受注競争が続いており、

工事採算の悪化から、 

売 上 高１２,３７２百万円（前回予想額との差異  １,６２８百万円１１.６％減） 

経 常 利益    ４３百万円（前回予想額との差異   ２０７百万円８２.８％減） 

中間純利益    ２９百万円（前回予想額との差異    ７１百万円７１.０％減） 

となる見込です。 

 

（2）下半期も、国内景気は拡大基調にあるものの、当業界は相変わらず厳しい受注競争

が続くと思われます。業種柄下半期の売上高が上半期に比べて多いとは言え、売上

高は低調に推移すると見られ、１８,１２８百万円、経常利益２０７百万円を計画し

ています。 

 

（3）したがって、平成１７年３月期通期（１６／４ ～ １７／３） としては、売上高

３０,５００百万円、経常利益２５０百万円、当期純利益１００百万円を予想してい

ます。 

 

３．参考：前期の実績 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中間（当期）純利益 

中 間 期（15/4～15/9） 14,042 268  90 

通 期（15/4～16/3） 32,056 413 181 

 

 

 以 上 

 


